


別紙 
補 足 説 明 事 項 

1） 契約書作成の要否 
不要 

 
2） 入札の無効 

（1） 本公告に示した競争参加資格のない者のした入札 
（2） その他入札条件に違反した入札 
 

3） 契約手続きについて使用する言語及び通貨 
日本語及び日本国通貨 

 
4） 入札者に求められた義務 

入札者が作成した書類等は当研究所において審査し、採用し得ると判断した場合の
入札書のみを入札の対象とする。また、提出した資料について説明を求められた時は、
これに応じなければならない。 

 
5） 落札者の決定方法 

本仕様書を満足できると判断した場合の入札書のうち、予定価格の範囲内で最低価
格をもって有効な入札を行った入札者を落札者とする。落札となるべき同価の入札を
した者が 2人以上あるときは、くじ引きによる抽選により落札者を決定する。 
入札は、契約の申込として取り扱う。 

 
6） 入札保証金及び契約保証金 
免除する 

 
7） 支払条件 
検査払い 

 
8） 必要書類 
入札には以下の書類を持参すること。 
（1） 入札書：3枚 
（2） 見積書：公益財団法人環境科学技術研究所 角田 英之 宛 

（入札書に記載する金額の内訳を記載すること。） 
（3） 見積書用紙：複数枚 

（「（2）見積書」の中で、値引き額及び値引き後合計額が記載されていないもの。
随意契約時に金額を記入のうえ提出すること。） 

（4） 質問書：原本 
（5） 委任状、その他これに準ずる書類：代理人（随意契約に関する権限も有すること）

をもって入札する場合に提出すること。 
 
9） 現場説明 
無し 

 
10）質問書 

（1） 提出期限：令和 8年 11月 9日(月)： 12時まで 
入札に参加を希望する者は、質問の有無に関わらず、電子メールにて質問

書を提出すること。 
（2） 回  答：令和 8年 11月 11日(水)13時～17時 

質問があった場合、上述の時間内に電子メールにて回答する。なお、回答
は、入札に参加を希望する者全てに一斉送信する。 

（3） 質問書の提出先 
総務部総務課契約係 山本 良亜樹 
E - M a i l ies_keiyaku@ies.or.jp 
T E L 0175-71-1215（直通） 

 
11）その他 

（1） 入札申込者心得書のとおり。 
（2） 契約名称、契約締結日、契約相手の商号又は名称・住所、契約金額を当研究所ホ

ームページに掲載する場合がある。 



入 札 書 

 

件 名：各施設 扉修繕 

 

金 額： 円 

消費税： 円 

合 計： 円 

 

上記金額により契約条項を承認のうえ入札いたします。 

 

令和  年  月  日 

 

公益財団法人環境科学技術研究所 

総務部長  角田 英之 殿 

 

住 所  

会社名  

代表者                印 

代理人                印 



令和  年  月  日 

 

質 問 書 

 

 

公益財団法人環境科学技術研究所 

  総務部長  角田 英之 殿 

 

住 所  

会社名  

代表者               印 

  

 

 

 

入札件名：各施設 扉修繕 

 

 

 

    【質問事項】 

 ・ 

 

 



令和  年  月  日 

 

委 任 状 

 

 

 

公益財団法人環境科学技術研究所 

  総務部長  角田 英之 殿 

 

住 所  

会社名  

代表者               印 

 

 

 

 

私は、下記の者を代理人と定め、次の権限を委任いたします。 

 

受 任 者 住所 

 所属 

 氏名 

 

 

委任事項  以下の入札並びに見積に関する一切の事項 

・各施設 扉修繕 

 

 

 

受任者使用印鑑 

 

 



 

 

令和 8年度 

 

 

各施設 扉修繕 

 

 

仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 環境科学技術研究所 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．目的・概要 

本扉は、火災等災害時に使用する消防法等に定められた非常用の避難口・防火扉

である。 

低線量生物影響実験棟ボイラー室避難口扉（平成 6年度整備）は、避難口・防火

扉（危険物取扱場所）であり、現在、塩害や経年劣化に伴う扉・扉枠の歪みにより、

開閉が困難な状況となっており、避難口としての機能やメンテナンス業務に支障を

来たしている。全天候型人工気象実験施設管理区域１階管理区域廊下避難口扉（平

成 8年度整備）及び先端分子生物科学研究センターRI排水処理室避難口扉（平成 16

年度整備）の扉は、避難口であり、管理区域境界の扉として放射線管理における測

定・メンテナンス等に使用しているが現在、塩害や経年劣化に伴う腐食、穴あき、

フランス落とし（上げ落とし錠）の脱落に加え、扉・扉枠の歪みによって開閉が困

難になっており、避難口としての機能や管理区域の維持管理に支障を来たしている。 

 避難口については消防法上、適切な管理が義務付けられている。 

このままでは安全且つ適切な施設の維持・運営ができず、受託業務の遂行に支障

をきたすことから、早急に設備の性能を回復させるための修繕を行うこととしたい。 

 

２．作業範囲、内容 

1）低線量生物影響実験棟ボイラー室避難口扉交換 

（1）既設の扉の撤去 W1,800×H 2,300 1個（別図 1参照） 

   ア 現場養生（枠組足場、シート等） 

イ 墨出し 

ウ 既設の扉撤去（枠共） 

(2) 新規扉の設置・調整 W1,800×H 2,300 1個 

   ア 新設扉取付（材質 SS、防火戸仕様、枠共） 

イ 仕上げ 

ウ 金物取付、調整 

金物：水切、扉ガラリ W680×600㎜、2箇所、網戸、シリンダー本締錠(鍵は

マスターキーに対応すること)、グレモン締り錠、蝶番、ドアクローザー、フ

ランス落し、順位調整器、シャッター、サムターン 

エ 全体調整 

(3) 破損部基礎補修 モルタル詰め、仕上げ 

 

2）全天候型人工気象実験施設 1F管理区域廊下避難口扉交換 

（1）既設の扉の撤去 W1,775×H 2,375 1個（別図 2（SD-12）参照） 

   ア 現場養生（枠組足場、シート等） 

イ 墨出し 

ウ 既設の扉撤去 

(2) 新規扉の設置・調整 W1,775×H 2,375 1個 

   ア 新設扉取付（材質 SS、防火戸仕様） 

イ 仕上げ 

ウ 金物取付、調整 

金物：蝶番、ドアチェック、戸当、フランス落し、順位調整器、 

レバーハンドル、シリンダー本締錠(鍵はマスターキーに対応すること) 、 

サムターン、SSOP塗装、キックプレート両面 H200mmステンレス厚 2㎜、 



 

防火戸仕様 

エ 枠ケレン・塗装 

オ 全体調整 

 

3）先端分子生物科学研究センターRI排水処理室避難口扉交換 

（1）既設の扉の撤去 W1,800×H 2,440 1個（別図 3参照） 

   ア 現場養生（枠組足場、シート等） 

イ 墨出し 

ウ 既設の扉撤去（材質 SS、防火戸仕様、既設枠再利用） 

(2) 新規扉の設置・調整 W1,800×H 2,440 1個 

   ア 新設扉取付（機密性能 SAT、グラスウール充填） 

イ 仕上げ 

ウ 金物取付、調整 

金物：レバーハンドル、錠 PD、FD(鍵はマスターキーに対応すること)、 

蝶番、閉鎖装置 DC、AS、戸当り、ドアチェック、フランス落し、 

サムターン、キックプレート両面 H200mmステンレス厚 2㎜、 

防火戸仕様 

エ 全体調整 

 

4）全天候型人工気象実験施設 1階南面扉下枠取付修繕（別図 2（SD-2）参照） 

  （1）現場養生（シート等） 

（2）はつり、片付 

（3）モルタル詰め、仕上げ 

（4）下枠取付 

 

5）先端分子生物科学研究センター第 2研究棟 2階空調機械室ハンドル交換 

（別図 4参照） 

（1）グレモン締り錠交換 

 

6）先端分子生物科学研究センター屋外有機物処理棟ハンドル交換（別図 5参照） 

（1）レバーハンドル錠(鍵はマスターキーに対応すること)交換 

 

7）先端分子生物科学研究センター屋外排水処理機械室ハンドル交換（別図 6参照） 

（1）レバーハンドル錠(鍵はマスターキーに対応すること)交換 

 

8）先端分子生物科学研究センター第 1研究棟 LPGボンベ庫ドアノブ交換 

（1）本締モノロック錠(鍵はマスターキーに対応すること)交換 

 

9）先端分子生物科学研究センター第 2研究棟 LPGボンベ庫ドアノブ交換 

（1）本締モノロック錠(鍵はマスターキーに対応すること)交換 

 

 

10）先端分子生物科学研究センター第 2研究棟 N2CO2ボンベ庫ドアノブ等交換 

（1）本締モノロック錠(鍵はマスターキーに対応すること)交換 



 

（2）丸落とし交換 

 

３．作業場所 

公益財団法人 環境科学技術研究所 

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字家ノ前 1番 7  低線量生物影響実験棟 

全天候型人工気象実験施設 

青森県上北郡六ヶ所村大字鷹架字発茶沢 2番 121 先端分子生物科学研究センター 

 

４．作業期間 

  契約締結日～令和 9年 3月 5日 

  

５．提出書類 

 ・作業責任者届     １部   契約後速やかに   

 ・作業報告書     １部    作業終了後速やかに   

 ・その他当研究所が必要とする書類 必要部数   随時    

 

６．検収 

本仕様書の定めるところに従い作業が確実に実施されたこと及び提出書類の確認

をもって検収とする。 

 

７．支給品等 

（1）支給品 

   ・電気 

   ・その他当研究所が必要と認めたもの 

（2）貸与品 

   ・当研究所が必要と認めたもの 

 

８．特記事項 

（1）本作業に係る必要な部品等については、全て受注者が用意・負担するものとする。 

(2）火気等取り扱いする場合（溶接を含む）は、当研究所指定の火気使用許可申請書を提

出し、許可後に注意して取り扱うものとする。 

 

９．その他 

（1）受注者は、地震、落雷、火事、停電等の災害発生時（緊急時）には安全確保に

協力するものとする。 

（2）受注者は、作業上知り得た情報を当研究所の許可なく第三者に提供してはならな

い。 

（3）受注者は、作業者に規律を守らせ、明朗闊達に作業に当たらせるものとする。 

（4）受注者は、作業者について労働基準法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、

その他法令上の責任及び作業者の健康・安全、規律・秩序及び風紀の維持に関す

るすべての責任を負うものとする。 

（5）受注者の作業者が作業遂行中に被った災害については、当研究所の原因により生

じた災害を除き、当研究所は責任を負わないものとする。 

（6）作業遂行に必要で本仕様書に定めのない事項は、当研究所と受注者間で協議の上、



 

行うものとする。 

 

以上 



※機械室外部扉仕様　SSD-2　A-3　両面ﾌﾗｯｼｭ両開ﾄﾞｱ　1台　1,800×2,300　建具・パネル材質SS見込40　
　枠・方立材質SS見込100　沓ズリ材質SS見込100　水切皿板：有　モルタル詰め：有　シーリング：有
　ヘアーライン：A仕上　ガラリ建具内ガラリ材質SS型式FD付風除ステンレス防虫網660×600
　施錠シリンダー本締錠：有グレモン締りハンドル：有　丁番ステンレス　ドアクローザー：有
　フランス落とし：有　甲・乙種防火戸・シャッター：有

※













参考資料 

 

【現行装置の写真】 

1）低線量生物影響実験棟 ボイラー室避難口扉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）全天候型人工気象実験施設 １F管理区域廊下避難口扉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3）先端分子生物科学研究センター RI排水処理室避難口扉 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）全天候型人工気象実験施設 1階南面扉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5）先端分子生物科学研究センター第 2研究棟 2階空調機械室ハンドル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6）先端分子生物科学研究センター屋外有機物処理棟ハンドル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

7）先端分子生物科学研究センター屋外排水処理機械室ハンドル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8）先端分子生物科学研究センター第 1研究棟 LPGボンベ庫ドアノブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9）先端分子生物科学研究センター第 2研究棟 LPGボンベ庫、ドアノブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10）先端分子生物科学研究センター第 2研究棟 N2CO2ボンベ庫ドアノブ等 

 

 




